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わたしたらた場″増然を愛 しま

～ 竜田rAn園
勝田 緑

20年前から健康のために歩き出し、 15年位前からそれに自然観察が加わりました。

私たちのフィール ドをコース順にご案内します。朝、双眼鏡を持って出発です。我が家

の前は公園で犬の散歩の人たちと挨拶をします。大体 1番 目に出会う鳥はヒヨドリです。

途中、「ボブ」(大)の頭をなで、住宅の階段を下ります。畑とマンションの間の道を抜け

ると竜田公園(竜田川)に着きます。竜田大橋の上流から歩き始めます。川を横切つたのはハ

クセキレイ。どこかでピーピーっとするどい鳴き声、岸を探します。カフセミです。毎日

歩いていると、大体いるところが分かつてきます。竜田大橋に来ると私たちが「ダッ君、

ガーちゃん」と呼んでいる雑種のカモに出会います。もう6年ぐらい一緒に住んでいます。

4月 中旬から半月ぐらい 2羽 ともいなくなつた時がありました。もう帰つて来ないかと諦

めていましたが、連体明けに2羽揃つて泳いでいました。本当にホッとしました。

剌岸の小高いところの竜田城跡は野鳥の宝庫です。イカル、ウソ、ツグミ、シロハラ・・

去年はヒレンジャクも見ました。モミジの薄暗い中を再び竜田川に下ります。竜田川には

ゴム井堰 (灌漑用)があります。大雨の時は空気を抜き、雨が上がると風船を膨らませて

水を堰き止めます。下流は急に干上がり、浅瀬に大きなコイが取り残され暴れています。

それをカラスが襲います。水が増えたり減つたりでコイたちには災難です。しかし、アオ

サギ、コサギ、ダィサギたちにとつては楽園となります。少し歩くと、大和川へと繋がり

ます。そこはごみが本に引つかかりすごい有様です。冬はカモたち,夏はサギ、カフウがい

ます。ここが散歩の折り返し点です。ここから「斑鳩の大木」(エ ノキ・ムクノキ)を見に

行きます。ィカルをよく見るので「イカルの本」と呼んでいます。そこから二室山 (82
m)に登ります。足を鍛える為に毎日登る様にしています。今は桜の本が山を覆い暗いで

すが、よく見るとシジュウカラ・エナガ・ ヤマガラ 0。 ・に出会 う時もあります。以前ハ

シブ トガラスが枯れ枝を執拗に落としてきた事がありました。子育てをしていたのでしょ

うか ?三室山下の住宅地では道で出会 う人たちがが挨拶を交し合い、気持ちのいいところ

です。

llu地帯を通り抜け、25号線を渡るとスーパーの駐車場に出ます。時には、ここでイ

ソヒヨドリが工場の煙突でいい声で鳴いているのが聞けます。これで約 2時間の散歩は終

わりです。家に着くと毎日「まとめJと して、「掲示板 (近 くの自然)」 に鳥たちの名前と

コメントを書き、自宅前に掲示します。さらに「プログ・斑鳩より日々の記録」にも写真

とコメントを入れます。これが私たちの楽しみな日課となっています。
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参弓や参躍回ジェタト 。レポ■ト ワ周

6月 26日 (火)晴 参加者 8名 (内女性 1名 )

夏を思わせる暑さ。お天気続きで心配していたサツマイモ苗は95%が根付いていた。

枝豆は発芽率 30%、 急いで補植する。耕地の廻りに柵を作つて畑作りは一段落した。

今日からC地区の山の整備に取り掛かる。長期間放置されて枯れ本や枯れ竹が倒れ荒

れ放題の状態。しかし、忍辱線の国有林整備の経験者のり∵ ドで、段取よく作業が進む。

ウグイスやホ トトギスの声を開きながら気持ちの良い汗をかいて(2時 30分作業終了。

7月 7日 (火)曇 り 参加者 14名  (内 新規の参加者 3名、女性 1名 )

9時集合。15人は入れる大型のタープ・テントが設置されて、今回は定例の整備活

動にカロえ竹工作の特別研修会を実施する。

先月植えつけたサツマイモ、枝豆、カボチャ、コスモスなど、こんな荒れ畑でも自分

のベースで生き生き育つていて、なんとなく感動する。トウモロコシはもう穂が出てい

て、次回あたりには収穫出来るかも、と手回しよく防鳥ネットを張りめぐらせる。

参カロ者が14人もいれば整備作業はぐんと捗る。周りの景色がどんどん変わつていく

のが目に見えて、メンバーはそれなりに手応えを感じたり、自信が湧いたりしている。

昼食後は、樋口さんの指導でセミタローの制作研修会となる。重心に返つて夢中で作

れば、廻りの本物に負けない位よく鳴いてくれる。ここには材料はふんだんにあり、自

然の雰囲気の中で作る工作もまたいいものだ。腕に覚えのある方もない方も、遠慮せず

参カロして、教えたり教わつたりを楽 しみたいものですね。 3時作業終了

追記 :スモモ (ハランキョウ)が色づいてきました:気の早い人が4～ 5個採つたが

酸つぱい。でも、このまま持ち帰つて 4～ 5日 置けば自然に熟 して美味しくいただけま

す。6月 に収穫 した青梅で作つたジュースは、皆さんに大好評でした。希望者には来年

用にレシピを教えますよ。 (古川祐司 記)

申 ～ 曖 ～ 錫 ^暉 。 Cトマ ^罐 ^罐 ⌒ 僣́

社会貢献事業『な ら森 を 育 て る県 民 の 集 い 』報告

小嶺 敏勝

なら森を育てる県民の集いが、大和郡山市の矢田山遊びの森で主催 奈良県、

(財)奈良県緑化推進協会により開催された。

平成 19年 7月 21日  午前 10時―午后 2時

森林や環境に関心を寄せる各種 15団体が楽しい、ふれあいイベントを用意し

た。当会は、音の出るセミと本工、竹のセミ作りで参加した。

当日は小雨模様で蒸暑いにもかかわらず、夏休み初日の子供達、親子ずれが沢

山訪れた。我々のブースは開店と同時に順番待ちの列が出来全員汗だくで休み

無く対応、準備した材料が 1時半に無くなり残念がる子供に折り紙でのセミの

折り方を教えた。 参カロスタッフの皆様、お疲れ様でした。

参加者 :本郷、岩田利、阿部、小嶺



fifitnnrililt) L,wrt+>fc6 *5.7, 小田 久美子

にはそれぞれ違う晴き方のカラスがいたようです。福井では「カエェーJ愛媛では「力■ホ
゜
」「カ

オカ勲オ」兵庫や広島では「カワイカフイ」と晴くと『 日本俗信事典』に記されているのだそうです。

【鳩(シ トド=赫シ口゙類)と カラスが親子】という江戸時代の笑い話があります。庭に鳥と鳩

と堂鳩(ド ノヾ卜)がやって来たのを見ていると、鴎が鳥に向つて『父父(芳

")』

というと烏は嬉

しそうに『子か子か(コカコが』と呼ぶ。堂鳩は間に立って『 ぅぅぅ』と証拠立てをしていたと

いうのです。このカラスは「コカコカ」と喘いています。それぞれの鳴き声を写したお話です。

同じような問きなしで狂言の「竹生島詣」にカラスとスズメが親子で出てきます。

横柄に 人の妻戸を あけがらす かかぁかかぁと 呼びわたるかな

供 の家の妻戸は遠慮つぽくトントンたたいて開けてもらうものだ。カラスときたら威張つて妻

戸を開け、おまけにわしの女房なのに
『 舞舞0カァカカァ)』 なんぞと大声で呼んで渡る)と いう

狂歌が残っていて、これは「カカアカカア」と聞きなしています。他に FァホゥァホウJと いうのもあ

り、これらはほとんどがハシプ トガラスの明るい声、図々しく人を馬鹿にしたような生意

気なところもあるけれど、どこか憎めない鳥として日本人にずつと親近感を持たれて来た

鳥なのだということがわかります。

自然鮮 猥々

霧霧と降り轟轟と木曾出水    り|1井 秀夫

某日。本曽路を駆けてきました。生憎 雨・雨・雨、御嶽も霧の中。

本曽川の激しい流れ、大自然の脅威を改めて感 じました。

★7月 6日午後7時過ぎ近くの畑(橿原)で仕事中突然ヒグラシが「カナカナカナ腱・…・」と鳴き出した去

年より4日早か費 です。9日御所の畑で日の前から突然3羽のキジのメスが飛び出てびつくり しましたが

親子だつたのかな?と思つてます。期待してそろりそろりと畑に入る時はいなくてなんとも思わないでどんどん

行く時つて不思批 オスのキジが飛び出してきたり・…その逃げる時の様子がまた面白い。 ケンと鳴して

飛び出る時や 姿がこつちにはみえているのに背を低くして こそこそと(本人は必死で)歩いて逃げる時な

ど・・・楽しい時間む 。 (斎藤和子)
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